


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Musō received theZongjinglu.Five examples canbe seen in theMuchū 
MondōshūandtheKokkyōshūwhichrecordMusō’swords.
 In the first example, is expressed theviewwhereby theZongjinglu 
integratesthevarioussectsthroughonemind一心.Inthesecondexample, is
expressedtheviewthatwithinallofthevariousstatesofmindisatruemind
equivalent to the axiom宗of the Zongjinglu. In the third example, the






 Within the fiveexamplesabove, the first fourwhichare reflectiveof
Musō’ssystemofthoughtleadstothefollowingtwoconclusions.
 1. The first andsecondexamplesverify that the truthexpressedby
Musōisthatallsentientbeingspossesstheonemind.
 2. Thethirdandfourthexamplesverifytheviewofpracticeput forth
byMusō：in order to save the various sentient beings various
convenientmeansmustbeimplemented.

































































































    （日本　花園大学）
‒ 299 ‒
申スモ、皆同シコトナリ。 （M61.311）
　このように夢窓は、「凡・聖」や「迷・悟」といった分別が生じる以前の、
言葉によっては捉えられない無相なる真実を「迷人」に示すために、「カ
リニ語ヲツケテ」「本分ノ田地」や「一大事」「本来ノ面目」「主人公」等
と呼ぶのだと明言している。
　「一心」についても同様の夢窓の説明が『夢中問答集』に見える。
人々本分ノ一段ハ、心トモ名ツクヘカラス、性トモ談スヘカラス。シカレ
トモ、此ノ心性ノ言ニヨセテ、本分ヲ知シメムタメニ、有ル時ハ一心ト説キ、
有ル時ハ一性ト談ス。 （M70.353）
　夢窓はここでも同様に、本来は「心」とも「性」とも名づけ得ない「人々
本分ノ一段」、すなわち無相なる真理を人々に知らしめるために、時々に
応じて「一心」「一性」と説くのだと明言している。
　以上の二例から明らかなように、夢窓にとって「本分ノ田地」と「一心」
という二つの語は、ともに本来無相なる真理を説き示すために「カリニ」
用いられる言葉なのである。夢窓自身が真理の説示に際して両語を同様に
用いている以上、その思想構造の論述にあたって両語を等置するのは、許
容されうる範囲内での処理だと考える。
　そもそも夢窓にとっては、この両語のみならず、「一大事」「本来ノ面目、
主人公ナムト申スモ、皆同シコト」であり、重要なのはこれらの語の表面
的な差異について論じることではなく、これらの語が等しく指し示す無相
なる真理を看取することである。このことを説明する際に夢窓が用いるの
が、「 小
しょう
玉
ぎょく
を呼ぶ手段」と「月をさす指」という以下の二つの比喩である。
　「小玉を呼ぶ手段」とは、良家の娘が外にいる思い人に自分の存在を気
付かせるため、小玉という名の侍女に「 障
しょう
子
じ
アケヨ」「簾
すだ
レオロセ」と命
じるというもので、その意は自分の存在を知らせることにあり、言葉の表
‒ 300 ‒
面的な意味（障子の開閉等）にあるのではない。このことが分からず「言
句体裁ノ、カハレルニツイテ、勝劣得失ヲ批判スルハ、宗師ノ本意ヲ、知
ラサル人」だと夢窓は述べている（M77.385-386）。
　「月をさす指」とは、月（＝真理）を指（＝言葉）で指し示した際に、
賢者は月を看
み
、愚者は指を看るという『円覚経』の有名な譬喩であり
（T17.917a）、夢窓はこの譬喩を引きつつ「指ノ長短ヲ論シ、大小ヲ諍
あら
ソフ。
実ニ是迷中ノ迷ナリ」と述べている（M91.433）。
　以上の比喩から分かるように、字義の相違から「本分ノ田地」と「一心」
を別のものと看るのではなく、真理を指し示す点で両者は等しいと看る方
が、夢窓自身の意にも適っていると言えよう。
（ ２）「円爾と夢窓の『宗鏡録』の思想的影響の相違を絡めて、円爾から夢
窓への禅思想の発展あるいは定着がどのように進んだか」という質
問に対して
　いま試みに円爾と夢窓の『宗鏡録』受容を対比すれば、以下のようにな
る。すなわち、円爾（1202-1280）は禅の移植期にあって既存の「八宗」
との対立を解き禅の独自性を証明するために『宗鏡録』を用いたのに対し、
夢窓（1275-1351）は既に禅が定着した時代にあって自身の総合的仏教観
を真理観と実践観の両面から根拠づけるものとして『宗鏡録』を用いた、
と3。
　ただしこのような相違は、両者の置かれた時代・状況の差に由る所が大
きく、それを単純に「禅思想の発展」と看
み
做
な
すことはできないだろう。ま
た現存する文献に鑑みるに、円爾から夢窓への直接的な影響関係や単線的
な思想発展の系譜を想定することも目下難しいように思われる。
‒ 301 ‒
（ ３）「１３世紀半ばから１4世紀前半にかけての日本の禅思想の展開に関して
の論考を進めていただきたい」という意見に対して
　今後の課題としたい。
【補記】
　拙論の脱稿・提出後に小林圓照先生（花園大学名誉教授）より東福寺の
曝涼特別名宝展の資料「重要文化財東福寺文書の世界　2017.5.3～5.7」を
いただき、夢窓の法嗣の春屋妙葩が『宗鏡録』の五山版を開板する際に、
普門寺（もと東福寺普門院）より『宗鏡録』を借覧したこと、出版後に同
五山版 3 セットを謹呈することを記した妙葩自筆の書状の存在を知った。
この書状は『大日本古文書』家わけ第二十・東福寺文書之二、305-306頁
に影印・翻刻が掲載されており、日本における『宗鏡録』受容の重要な一
場面を今日に伝える貴重な資料となっている。その旨をここに記すととも
に、同書状についてご教示くださった小林先生にこの場を借りて心よりお
礼申し上げる。（2017年 6 月16日記）
【注】
1 　「一心」は「凡・聖」「色・心」等の分別を絶した一なる心。「心ヲ常住トイ
フコトハ、凡聖同体ニシテ、色心不二ナル、一心法界ヲ、示スナリ」（M65.329）。
それは一切万法の根源であり、一心の外に存在するものは何もない。「仏ノ
言ク、三界ハ唯一心ナリ心外ニ別法ナシ」（M66.336）。
2 　「本分」は本来的に具わるもの。「本分ノ大智ハ、人々本ヨリ具足」（M24.148）。
「田地」は境界。『夢窓語録』巻上「再住南禅寺」、「直
た
饒
と
い恁
か
麼
か
る田地に到
得するも、也
ま
た未だ解脱の深坑に堕在して、脚を擡
もた
ぐるも起こしえざるを
免かれず」（G82）。ただし「田地」の語は時に一切諸法を生み出す根源の意
を含む。「諸仏賢聖ノ智恵、乃至衆生ノ身心、及ヒ世界国土ハ、皆此ノ中ヨ
リ出生セリ。シカル故ニ、カリニ本分ノ田地ト名ケタリ」（M63.314）。
　　　なお禅籍において「本分」「田地」の語は古くは『祖堂集』（952年成書）
に見えるが（巻 5 「三平和尚」：「各自有本分事在」、禅文化研究所影印本
‒ 302 ‒
209頁。巻11「保福和尚」：「莫向這裏汚人田地」、同414頁）、両語を合し「本
分田地」として用いる例は、夢窓が座右の書とした圜
えん
悟
ご
克
こく
勤
ごん
（1063-1135）
の『圜悟心要』まで下る（巻下始「示祖上人」：「然求一実証到本分田地得
大休大歇安穏之場，実難」、Z120.762a。その『語録』にも「本分田地」の
語が見える、巻10「小参」：T47.756c）。ただしそれを一切諸法の根源と明
示する例は圜悟には見えず、宏
わん
智
し
正
しょう
覚
がく
（1091-1157）まで下がる（『宏智広録』
巻 6 「明州天童覚和尚法語」：「信是我本有田地，……則妙用河沙恰恰相済，
従箇田地発生，従箇田地及尽，底事人人皆具」、T48.76b。ただし宏智は「本
有
0
田地」とする）。夢窓が『圜悟心要』に基づき「本分田地」の語を用いた
ことはほぼ確実であり、それに合わせて『宏智広録』を参照していた可能
性がある。ちなみに夢窓の没後十年余の1364年に曹洞宗の峨
が
山
さん
紹
じょう
碩
せき
が撰し
た『峨山和尚山雲海月』にも同様の例が見える。「万法建立，万有造化処故，
自己本分田地也」（巻上：曹洞宗全書・語録一、46頁）。
3 　円爾の『宗鏡録』受容については拙論「鎌倉期臨済宗における『宗鏡録』
の受容──円爾と『十宗要道記』」（『『臨済録』 研究の現在──臨済禅師
1150年遠諱記念国際学会論文集』、禅文化研究所、2017年）を参照されたい。
日本禅宗の展開について舘隆志「日本禅宗史における蘭渓道隆の位置づけ」
（『建長寺──そのすべて』、かまくら春秋社、2016年、113頁）は、33年も
の長きにわたり日本で禅を広めた中国僧蘭
らん
渓
けい
道
どう
隆
りゅう
（1213-1278）までを日本
禅宗の草創期、蘭渓示寂後の1279年に北条時宗が招聘した無
む
学
がく
祖
そ
元
げん
（1226-
1286）以降を日本禅宗の定着期としている。夢窓は無学祖元─高峰顕日の
法嗣。
